




Marketing Insight to Place Vitalization


















































た “商品ブランド”（PB = Products Brand）と，そ
の地域イメージを構成する地域そのもののブランド









































































































































































































































































































い る（0.735） で，「 イ ン タ ー ネ ッ ト 充 実 」 と
ネーミングした。因子２は，一泊するのに手頃
である（△0.682），福岡からのアクセスが良




























項　　目 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 共通度 残差分散
寄与率 0.152 0.157 0.078 0.110 0.284 --- ---
特産品がある 0.371 -0.430 -0.148 0.450 0.390 0.699 0.301
景色がきれい 0.347 -0.423 -0.500 0.242 0.499 0.856 0.144
のんびりできる 0.253 -0.328 -0.639 0.280 0.584 1.000 0.000
独特のお祭りがある 0.537 -0.136 -0.165 0.195 0.417 0.547 0.453
お食事がおいしい 0.241 -0.383 -0.407 0.344 0.481 0.720 0.280
釣りが楽しめる 0.239 -0.296 -0.329 0.243 0.637 0.717 0.283
さびしいところである 0.366 -0.258 -0.092 0.220 0.692 0.737 0.263
あまり発展が見込めない 0.336 -0.275 -0.189 0.227 0.623 0.664 0.336
人情味がある 0.312 -0.467 -0.233 0.197 0.671 0.860 0.140
福岡からのアクセスが良い 0.353 -0.652 -0.188 0.220 0.320 0.736 0.264
一泊するのに手頃である 0.319 -0.682 -0.222 0.264 0.458 0.896 0.104
捕鯨基地で有名である 0.286 -0.290 -0.220 0.775 0.386 0.963 0.037
イカで有名である 0.276 -0.369 -0.205 0.442 0.600 0.810 0.190
漁師町である 0.215 -0.339 -0.304 0.344 0.699 0.861 0.139
見どころが多い 0.423 -0.502 -0.229 0.389 0.353 0.759 0.241
伝説が多い 0.539 -0.260 -0.147 0.347 0.352 0.625 0.375
老人ばかりである 0.411 -0.163 -0.184 0.191 0.773 0.863 0.137
小さな島である 0.208 -0.356 -0.205 0.284 0.733 0.830 0.170
島への案内が充実している 0.567 -0.537 -0.228 0.263 0.266 0.801 0.199












































































































































































































                 ↑ 
地域住民のこだわり →   地域資源の転換    ← 顧客価値 





































導入期 成長期 成熟期 衰退期








WHAT 独自性の確認 価値提供 優位性 優位性の掘り起こし
HOW 同上 同上 同上 同上
（筆者作成）
（注17)　片山富弘「第９章事業領域」『１からの戦略論』碩学舎，2009年，147～159ページにドメインのことが記述され
ている。
片　山　富　弘
99
ビを初めとする各種メデイアを通じて知らしめる
ことになる。小川島のドメインの確立が必要であ
る。
６．まとめにかえて
　秋元康がＮＨＫの番組の東北未来塾において東北
大震災ですべてのものを無くした地域の若者に向け
て，「地域の再生のためには，ゼロからスタートす
るのではなく，0.1を１にするのである，今はその
0.1を探すことが大切である」といっていた。この
0.1の意味するところは，地域資源の発見・発掘作
業そのものである。その意味では，地域の再生と地
域ブランドの構築は似ているのである。
　今回は地域ブランドの文献レビュー，小川島の事
例を取り上げながら実態調査とアンケート調査によ
る考察を論じ，地域ブランド形成フローを作成する
とともに，ライフサイクルにおけるドメインを論じ
てきた。小川島においては，地域資源はいくつか存
在することから，絞込みを行うことで地域ブランド
のタネを育てていくことになる。また，ドメインと
してライフサイクル上導入期に該当することから，
小川島のドメインの確立に向けた展開が必要となっ
てくる。今後の課題としては，小川島のドメインに
おける成長期に至る過程を観察するとともに，地域
ブランドの運営段階を研究していくことになる。
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以上
地域活性化へのマーケティング・インサイト　～佐賀県小川島の例を中心に～
